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グラングリーン大阪の完成予想イメージ（提供：グラングリーン大阪開発事業者）。

左上／イエローとグリーンの２色で構成されたグラングリーン大阪のロゴ。
筆記体の「g」が重なるデザイン　左／うめきた２期の配置図。
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フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
［
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
阪
急
電
鉄
の
取
り
組
み
］

「
大
阪
梅
田
エ
リ
ア
」

国
際
交
流
拠
点
への
展
望

　

大
阪
・
関
西
万
博
や
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
大
阪
・
梅
田

　

大
阪
・
関
西
万
博
や
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
に
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
大
阪
・
梅
田

も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

２
０
２
２
年
５
月
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル

　

２
０
２
２
年
５
月
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
「
梅
田
ビ

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
「
梅
田
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
。
こ
の
実
現
の
た
め
、

ジ
ョ
ン
」
を
発
表
。
こ
の
実
現
の
た
め
、

大
阪
梅
田
な
ら
で
は
の
「
独
自
価
値
」
を

大
阪
梅
田
な
ら
で
は
の
「
独
自
価
値
」
を

高
め
、「
新
産
業
創
出
拠
点
」
及
び
「
国

高
め
、「
新
産
業
創
出
拠
点
」
及
び
「
国

際
観
光
拠
点
」
と
し
て
の
都
市
機
能
を
実

際
観
光
拠
点
」
と
し
て
の
都
市
機
能
を
実

現
さ
せ
て
、「
国
際
交
流
拠
点
（
世
界
の

現
さ
せ
て
、「
国
際
交
流
拠
点
（
世
界
の

人
々
が
働
き
た
い
街
、
訪
れ
た
い
街
）」

人
々
が
働
き
た
い
街
、
訪
れ
た
い
街
）」

と
な
る
よ
う
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上

と
な
る
よ
う
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上

さ
せ
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は

さ
せ
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は

阪
急
電
鉄
が
携
わ
っ
て
い
る
大
規
模
プ
ロ

阪
急
電
鉄
が
携
わ
っ
て
い
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
（
う

ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
（
う

め
き
た
２
期
）」
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、

め
き
た
２
期
）」
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
変
貌
を
遂
げ

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
変
貌
を
遂
げ

る
梅
田
の
今
後
に
つ
い
て

る
梅
田
の
今
後
に
つ
い
て

話
を
伺
う
。

話
を
伺
う
。
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特集：深める沿線、拡げるフィールド
［長期ビジョンで次世代のまちづくりを推進する阪急電鉄の取り組み］

■
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
梅
田
の
重
要
性

阪
急
電
鉄
の
創
業
者
・
小
林
一
三
氏
は
、

宝
塚
歌
劇
団
や
日
本
初
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ

パ
ー
ト
を
つ
く
っ
た
ほ
か
、
沿
線
の
住
宅
開

発
を
進
め
、
当
時
は
ま
だ
な
か
っ
た
ロ
ー
ン

で
販
売
す
る
な
ど
、
斬
新
な
発
想
で
鉄
道
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
中
心

地
・
梅
田
と
沿
線
の
双
方
に
に
ぎ
わ
い
を

も
た
ら
す
こ
と
で
鉄
道
需
要
を
生
み
出
し
、

人
々
の
生
活
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
豊
か

に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

創
業
当
時
か
ら
梅
田
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と

し
て
最
も
重
要
な
駅
だ
っ
た
。
阪
急
電
鉄
沿

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
の
高
岸
実
良
部
長

が
、「
梅
田
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
沿
線
の
価
値
が
高
ま
り
、
沿
線
の
価

値
を
高
め
る
こ
と
で
梅
田
の
価
値
が
高
ま
る

―
―
そ
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

し
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
語

る
よ
う
に
、
梅
田
は
今
も
西
日
本
最
大
の
交

通
の
結
節
点
で
あ
る
。

徒
歩
圏
内
に
商
業
施
設
や
、
オ
フ
ィ
ス
、

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
集
積
す
る
梅
田
。

こ
こ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
都
市
機
能
が
集

積
し
た
都
市
は
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
一
つ

の
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

「
何
で
も
あ
っ
て
、
使
い
や
す
い
ま
ち
」
と

い
う
こ
と
だ
。

今
後
、
梅
田
で
は
「
な
に
わ
筋
線
」
や

「
な
に
わ
筋
連
絡
線
」、「
新
大
阪
連
絡
線
」

が
接
続
し
、
新
大
阪
駅
か
ら
関
西
国
際
空
港

に
直
通
列
車
が
走
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
２
０
２
５
年
に
は
神
戸
空
港
の
国
際

化
、
そ
し
て
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
北
陸
新

幹
線
の
新
大
阪
駅
へ
の
延
伸
計
画
も
あ
る
。

関
西
の
空
と
陸
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
が
、「
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
課
題
は
二
つ
あ

る
」
と
高
岸
部
長
は
指
摘
す
る
。

■
こ
れ
か
ら
の
梅
田
に
求
め
ら
れ
る
機
能

一
つ
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
当
た

り
前
と
な
り
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
在
宅
勤
務
や
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
急
速
に
普
及
す
る
な
ど
、
外
出
の
必
然

性
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
対
応
だ
。
こ
れ

は
、
阪
急
電
鉄
に
「
都
市
と
は
？ 

都
心
と

は
？ 

梅
田
と
は
？
」
と
問
い
か
け
、
再
定

義
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

「
仕
事
や
買
い
物
な
ど
の
目
的
が
な
く
て

も
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
を
高
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
高
岸
部
長
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
魅
力

で
梅
田
に
人
を
惹
き
つ
け
る
必
要
性
が
増
し

て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
国
際
化
が
進
む
な
か
で
世

界
の
都
市
と
の
競
争
を
い
か
に
勝
ち
抜
く
か

と
い
う
国
際
的
視
点
だ
。
関
西
が
世
界
か
ら

人
や
企
業
、
投
資
を
引
き
付
け
る
エ
リ
ア
に

な
る
た
め
に
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み

出
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
仕
掛
け
が
重

要
に
な
る
。
ま
た
観
光
に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
機
能
の
強
化
は
必
須
で
あ
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
韓
国
な
ど
の
諸
外
国
が
競
争
相
手

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
阪

急
電
鉄
が
梅
田
ビ
ジ
ョ
ン
で
目
指
す
「
国
際

交
流
拠
点
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

■
協
力
を
生
む
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

阪
急
電
鉄
は
、
梅
田
の
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
、
効
果
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
「
梅
田
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

践
連
絡
会
」
の
一
員
だ
。「
梅
田
を
よ
く

し
た
い
」
と
い
う
共
通
の
思
い
の
も
と
に

集
ま
っ
た
阪
神
電
気
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
、
一
般
社
団
法
人
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
Ｔ
Ｍ
Ｏ
、
大
阪
メ
ト
ロ
と
と
も
に
梅
田

エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
と
、
競
争
力
、
集
客

力
、
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

そ
の
活
動
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

の
ほ
か
、
複
合
商
業
施
設
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
に
あ
る
う
め
き
た
広
場
で
の
「
ゆ
か
た

de
盆
踊
り
」
の
開
催
、
打
ち
水
を
し
て
梅
田

の
ま
ち
を
涼
し
く
演
出
す
る
「
梅
田
打
ち
水

大
作
戦
」
の
実
施
や
都
市
型
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
季
節
ご
と
の
に
ぎ

わ
い
を
生
み
、「
訪
れ
た
く
な
る
」
ま
ち
と

し
て
の
価
値
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

阪
急
電
鉄
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
協
力
関

係
を
継
続
し
な
が
ら
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。

■
梅
田
を
「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
へ

一
方
、
高
度
な
都
市
機
能
が
集
積
し
た
梅

田
エ
リ
ア
の
課
題
の
一
つ
が
、「『
歩
い
て
楽

し
い
』
ま
ち
づ
く
り
」
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
だ
。

梅
田
は
自
動
車
を
優
先
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。
そ

都市交通事業本部 沿線まちづくり推進部長

高岸実良
Chikara TAKAGISHI

左／生誕 150 年となる創業者・小林一三氏。右／梅田阪急ビル（1972 年頃）。
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の
結
果
、
地
下
街
が
縦
横
に
広
が
り
発
展
し

た
。
歩
行
者
は
地
下
街
を
歩
く
こ
と
が
当
た

り
前
に
な
り
、
地
上
は
人
々
が
歩
く
こ
と
に

配
慮
し
た
整
備
が
十
分
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。時

代
は
変
わ
り
、
交
通
手
段
の
自
動
車
分

担
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
国
土
交

通
省
も
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
公
共
交
通

の
推
進
、
環
境
改
善
、
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
多
様
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、「『
歩
い
て
楽
し

い
』
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
も
あ
り
、
梅
田
を
「
お
散

歩
が
楽
し
め
る
ま
ち
」
に
す
る
べ
く
整
備
を

進
め
て
い
る
。

歩
道
の
拡
幅
や
歩
道
に
ル
ー
フ
や
ベ
ン

チ
、
デ
ッ
キ
を
設
置
す
る
と
い
っ
た
物
理
的

な
空
間
整
備
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
都
市
型

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
誘
致

な
ど
を
行
い
、
歩
道
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

す
施
策
も
行
っ
て
き
た
。

「
人
々
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
、
今
後

は
歩
道
に
カ
フ
ェ
を
出
店
さ
せ
た
り
、
楽
器

を
弾
く
人
を
登
場
さ
せ
た
り
し
て
驚
き
や
楽

し
み
を
演
出
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
よ
う

に
、
高
岸
部
長
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
ま
ち

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
田
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
訪
れ
た
い
ま

ち
」
に
す
る
た
め
に
は
、
歩
き
や
す
い
ま
ち

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
阪
急
電
鉄

は
考
え
て
い
る
。

今
後
も
関
係
者
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を
行
い
、「
ク
ル
マ

中
心
」
か
ら
「
ひ
と
中
心
」
の
空
間
づ
く
り

に
向
け
た
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。

■
国
際
交
流
拠
点
・
梅
田
の
未
来
像

梅
田
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
玉
の
一
つ
で
あ
る

「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
（
う
め
き
た
２

期
）」。
そ
の
北
街
区
の
賃
貸
棟
と
、
北
街
区

と
南
街
区
の
間
に
つ
く
ら
れ
る
４
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
公
園
の
一
部
が
、
２
０
２
４
年
夏

に
先
行
し
て
ま
ち
び
ら
き
す
る
。
大
阪
・
関

西
万
博
直
前
の
２
０
２
５
年
春
に
は
、
残
る

南
街
区
の
賃
貸
棟
が
開
業
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
現
在
開
発
が
進
む
Ｊ
Ｒ
大
阪

駅
北
側
は
、
ま
ち
の
姿
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
る
。

阪
急
電
鉄
は
、
三
菱
地
所
や
オ
リ
ッ
ク
ス

不
動
産
な
ど
開
発
事
業
者
９
社
の
一
員
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
関
与
す
る
。

そ
の
一
つ
が
関
西
の
強
み
で
あ
る
「
ア
カ

デ
ミ
ア
」
を
生
か
す
取
り
組
み
だ
。
関
西
に

は
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
を
は

じ
め
、
国
際
的
に
評
価
が
高
い
研
究
機
関
や

独
創
的
な
取
り
組
み
を
行
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
が
多
い
。

そ
こ
で
阪
急
電
鉄
は
、「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
大
阪
」
に
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
の
共

創
が
生
ま
れ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
な
る
よ
う
な
〝
場
〟
を
提
供
し
、
新
産
業

が
活
発
に
創
出
さ
れ
る
下
支
え
を
し
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
阪
急
電
鉄
は
関
西
経
済
連
合
会
や

大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪
府
、
大
阪
市
な
ど

上／オフィスや商業施設が集まる地区「大阪ダイヤモンド地
区」で行われた都市型マルシェ「Fasaka Market（ファサカ
マーケット）」。　右／梅田エリア一帯の地域の縁をつなぎ、広
がっていくことを目標に実施された「梅田ゆかた祭 2023」

（上）と同祭での定番イベント「梅田打ち水大作戦」（下）。

阪急電鉄
本社ビル

グランフロント大阪
北館

南館

アプローズタワー
ホテル阪急
インターナショナル

NU chayamachi
プラス

NU chayamachi

北野阪急ビル

阪急
大阪梅田駅

阪神
大阪梅田駅

大
阪
メ
ト
ロ 

西
梅
田
駅

大
阪
メ
ト
ロ 

東
梅
田
駅

大
阪
メ
ト
ロ 

梅
田
駅

JR大阪駅

阪急三番街
阪急ターミナルビル

ディアモール大阪
（地下施設）

北阪急ビル

梅田センタービル

梅田OSビル

大阪日興ビル

東阪急ビル

西阪急ビル

ホテル阪急
レスパイア大阪

大阪新阪急ホテル

阪急グランドビル

ハービスENT

ザ・リッツ・カールトン大阪

ハービスOSAKA

大阪梅田
ツインタワーズ・
ノース
（阪急うめだ本店）大阪梅田

ツインタワーズ・
サウス
（阪神梅田本店）

HEPナビオ

HEPファイブ

JR 北新地駅

福島エリア

中津エリア

中崎エリア

グラングリーン大阪
（うめきた２期）
開発プロジェクト

芝田1丁目計画

梅田1丁目1番地計画
（大阪梅田ツインタワーズ・サウス）

うめきた地区

西梅田地区

角田町地区

JR大阪駅地区

梅田コネクトロード（仮称）

ダイヤモンド地区

東通・お初天神地区

阪急大阪梅田駅・
茶屋町地区

芝田2丁目・
大深1丁目地区

■大阪梅田エリアを構成する各地区■大阪梅田エリアを構成する各地区

■大阪梅田エリアが目指す街の姿

ターゲット 大阪梅田のあるべき姿

共創により新しい価値が
生まれる街

世界の課題を解決するような
新産業が創出される機能

出会いと交流を
促進する街

大阪梅田でしか体験できない
新たな発見と感動が生まれる空間

大阪梅田の魅力となる都市文化と
価値観が醸成される仕掛け

多様な人々と企業が集う
活力ある街

実現する
都市機能

国際的な都市間競争を勝ち抜く

様
々
な
目
的
を
持
っ
た

世
界
か
ら
の
来
訪
者

大阪梅田ならではの“独自価値”

新産業
創出拠点

国際
観光拠点

国
際
交
流
拠
点
（
世
界
の
人
々
が
働
き
た
い
街
、

  

訪
れ
た
い
街
）

開発が着々と進むグラングリーン大阪。
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と
官
民
連
携
で
設
立
さ
れ
た
「
一
般
社
団
法

人
う
め
き
た
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

（
Ｕ

－

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
）」
に
参
画
。
こ
の
組
織
は

「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」
で
交
流
す
る
大

学
、
研
究
機
関
、
企
業
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
機
能

の
役
割
を
担
う
。
い
わ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を
促
進
さ
せ
る
〝
仕
掛
け
〟
だ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
の
グ
ラ
ン

グ
リ
ー
ン
大
阪
の
成
長
と
発
展
に
、〝
場
〟

と
〝
仕
掛
け
〟
の
両
面
か
ら
寄
与
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
都

市
機
能
を
有
機
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、「
出

会
い
と
交
流
を
促
進
す
る
ま
ち
」
を
目
指
す
。

例
え
ば
、
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
の
完
成
で

誕
生
す
る
４
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
市
公
園

と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
施
設
を
一
体
的
に
使
っ

た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
す
る
構
想
が
あ
る
。

「
公
共
空
間
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
ほ

か
に
は
な
い
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
な
が
ら
、

ま
ち
全
体
で
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な

お
も
て
な
し
、
交
流
や
出
会
い
の
形
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。『
梅
田

ら
し
さ
の
創
出
』
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
高
岸
部
長
は
語
る
。

■
〝
共
創
〟
が
生
む
新
し
い
梅
田

こ
れ
ま
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
梅
田

ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
〝
共
創
〟
だ
。
阪
急
電
鉄
は
グ
ラ
ン
グ

リ
ー
ン
大
阪
以
外
で
も
多
方
面
か
ら
共
創
が

生
ま
れ
る
場
や
仕
掛
け
づ
く
り
で
関
西
圏
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

阪
急
電
鉄
は
梅
田
周
辺
に
多
く
の
施
設
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
資
産

を
活
用
し
、
従
来
は
梅
田
で
出
店
で
き
な

か
っ
た
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
を
誘
致
し
た
り

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
〝
場
〟
と
〝
機
会
〟
を
提
供
し
た
り

す
る
な
ど
、
起
業
支
援
に
も
積
極
的
だ
。
す

で
に
２
０
１
４
年
に
大
阪
・
関
西
を
拠
点
と

し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
目
指

す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
応
援
す
る
会
員
制
の

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
「
Ｇ
Ｖ
Ｈ
＃
５
」
を
開
設

す
る
な
ど
、「
梅
田
＝
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ

ル
ー
プ
と
し
て
は
、
行
政
や
経
済
団
体
と
と

も
に
、
海
外
か
ら
大
阪
へ
の
参
入
を
目
指

す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
相
談
窓
口
「O

saka 
Landing Pad

」
を
２
０
２
１
年
12
月
に
開

設
し
た
。
２
０
２
２
年
４
月
の
本
格
稼
働
以

降
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
や
欧
米
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
や
支
援
機
関
か
ら
引
き
合
い
が
あ

り
、
そ
の
数
は
増
え
て
い
る
と
い
う
。
加
え

て
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
都
市
活
力
研

究
所
で
は
「
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
（
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）」
の
代
表
機
関
を
務

め
、
大
学
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

大
阪
が
国
際
交
流
都
市
と
し
て
の
地
位
を

高
め
る
に
は
、
関
西
圏
の
中
心
地
・
梅
田
の

開
発
を
進
め
る
阪
急
電
鉄
が
重
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
梅

田
、
そ
し
て
阪
急
電
鉄
の
取
り
組
み
に
は
ま

す
ま
す
目
が
離
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

大阪梅田エリア（西南向き）を上空から見た様子（2023年8月撮影）。


